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市政の話題

1
V

ictory B
ou

qu
et

ビ
ク
ト
リ
ー
ブ
ー
ケ
で

渥
美
半
島
の
花
を
Ｐ
Ｒ

勝
利
者
を
称
え
る
ビ
ク
ト
リ
ー
ブ

ー
ケ
。ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
２
０
１
２
年
開
催
）で
は
、イ
ギ
リ
ス
の

国
花
で
あ
る
バ
ラ
が
ビ
ク
ト
リ
ー
ブ
ー
ケ

と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。国
花
と

し
て
決
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
日
本
の
花
は
？
」と
い
わ
れ
て
思

い
浮
か
べ
る
の
は
、「
桜
」「
キ
ク
」な
ど
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

特
に
キ
ク
に
つ
い
て
は
、皇
室
の
紋
章

と
し
て
も
使
わ
れ
て
お
り
、日
本
を
代
表

す
る
花
と
い
え
ま
す
。

▪
田
原
市
の
キ
ク
産
出
額

　

田
原
市
の
キ
ク
の
産
出
額
は
２
４
０
億

円（
平
成
23
年
度
花
き
生
産
実
績
）で
、全

国
で
も
圧
倒
的
な
市
場
占
有
率
を
誇
っ
て

い
ま
す
。こ
の
一
大
産
地
で
あ
る
田
原
市

で
は
、２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
、キ
ク
を
中
心
と
し
た
ビ
ク

ト
リ
ー
ブ
ー
ケ
を
提
案
す
る
こ
と
で
、花

き
産
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

て
い
る
キ
ク
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
よ
う

と
、ブ
ラ
イ
ダ
ル
使
用
な
ど
に
も
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。千
賀
靖
夫
代

表
は「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、花
き
業

界
全
体
、そ
し
て
地
域
全
体
で
盛
り
上
が

っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

▪
市
・
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
・
生
産
者
が

　

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

　

こ
れ
か
ら
も
、市
・Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
・

生
産
者
が
一
丸
と
な
り
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
田
原
市
産
の
花
を
使
っ
た
ビ
ク
ト
リ

ー
ブ
ー
ケ
が
メ
ダ
リ
ス
ト
に
手
渡
さ
れ
る

よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、ぜ
ひ
応
援
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
農
政
課
☎
23
局
３
５
１
７

▪
ブ
ー
ケ
採
用
へ
向
け
積
極
的
に
行
動

　

市
で
は
、今
年
４
月
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会

や
公
益
社
団
法
人
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
連

合
を
訪
問
し
ま
し
た
。五
輪
に
出
場
す
る

各
国
選
手
用
の
事
前
合
宿
誘
致
の
要
望
書

と
と
も
に
、キ
ク
を
中
心
と
し
た
ビ
ク
ト
リ

ー
ブ
ー
ケ
を
持
参
し
、田
原
市
産
の
花
を
使

っ
た
ブ
ー
ケ
を
提
案
し
ま
し
た
。

▪
続
々
と
採
用
！

　

田
原
市
産
の
ビ
ク
ト
リ
ー
ブ
ー
ケ

　

早
速
、５
月
17
日（
土
）・18
日（
日
）に
行

わ
れ
た「
世
界
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
シ
リ
ー
ズ
横

浜
大
会
」（
横
浜
市
山
下
公
園
周
辺
）で
ブ

ー
ケ
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、生
産
者
も
積
極
的
に
動
き
出
し
て

い
ま
す
。Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
渥
美
ス
プ
レ
ー
マ

ム
出
荷
連
合
は
ス
プ
レ
ー
マ
ム
を
使
っ
た
ビ
ク

ト
リ
ー
ブ
ー
ケ
を
提
案
し
、今
年
４
月
に
行

わ
れ
た
第
90
回
日
本
選
手
権
水
泳
競
技
大

会
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
荷
連
合
で
は
、仏
花
と
し
て
定
着
し

ビ
ク
ト
リ
ー
ブ
ー
ケ
と
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
表
彰
式
で
手
渡
さ
れ
る
ブ
ー
ケ
。２
０
２
０

年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

●世界トライアスロン大会（横浜市）で採用されたビクトリーブーケ

●田原市産の花を使ったビクトリーブーケ

●意気込みを語った渥美スプレー
マム出荷連合の千賀代表



☀施設見学☀
◦申し込み期間＝見学希望日の5営業日前までに電話で仮予

約（日程などの調整）のうえ、申込書を提出してください。
◦内容＝施設の概要説明のほか建物・設備の見学ができます。
（調理場に入ることはできません。）

◦申し込み必要人数＝5名以上
◦申し込み方法＝申込書に必要事項を記入のうえ、直接また

はFAX・Eメールにて提出してください。
◦申し込み先＝田原市教育委員会（給食担当）
☎45局5030 45局3315
 kyusyoku@city.tahara.aichi.jp

☀試食☀
◦申し込み期間＝希望日の2カ月前～1カ月前までに電話で仮

予約（日程などの調整）のうえ、申込書を提出してください。
◦内容＝10分程度の説明を行います。中学校の給食（260

円実費が必要）、夏休み期間中は保育園給食（180円実費
が必要）

◦申し込み必要人数＝5名～40名
◦申し込み方法＝申込書に必要事項を記入のうえ、直接また

はFAX・Eメールにて提出してください。
◦申し込み先＝給食センター（株式会社田原学校給食サービス）

☎45局5075 45局3787 toyo-tahara@tees.jp

東
三
河

8
市
町
村
は
、　

現

在
、
将
来
に
わ
た
り

自
立
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
東
三
河
広
域
連
合
（
仮
称
）
の
設

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
れ
か
ら
の
東
三
河
や
私
た

ち
の
ま
ち
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
考

え
る
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

▪
日
時

　

７
月
28
日
月
午
後
１
時
～
３
時
15
分

▪
場
所

　

豊
橋
市
公
会
堂

▪
基
調
講
演

「
地
方
分
権
と
広
域
連
携
の
必
要
性　

～
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
て
～
」

　
【
講
演
者
】
片
山
善
博
氏
（
慶
應
義
塾

大
学
教
授
）

▪
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
自
立
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
」

　
【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】   

戸
田
敏
行
氏

（
愛
知
大
学
地
域
政
策
学
部
教
授
）

　
【
パ
ネ
リ
ス
ト
】
佐
藤
元
英
氏
（
豊
橋

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
会
長
）、

神
谷
典
江
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
穂
の
国
ま

ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事
）、

林
晃
司
氏
（
蒲
郡
青
年
会
議
所
理
事

長
）、
穂
積
亮
次
氏
（
新
城
設
楽
広
域

協
議
会
会
長
）、
河
合
利
則
氏
（
田
原

市
商
工
会
会
長
）

▪
参
加
料

　

無
料

▪
定
員

　

４
０
０
名（
先
着
順
）

▪
申
し
込
み

７
月
25
日
（
金
）
ま

で
に
参
加
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
電
話
で
の
申
し
込

み
も
可
）
／
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.east-m
ikaw

a.jp/
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
各

市
民
館
や
政
策
推
進
課
な
ど
で
配
布

▼
東
三
河
広
域
協
議
会
広
域
連
合
設
立
準

備
室

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
３
７
７

（
０
５
３
２
）56
局
１
５
５
５　

m
ikaw

a-rj007@
tees.jp

■　新給食センターの施設見学・試食のご案内
　新給食センター（赤羽根町地内）では、給食に関して広く知ってもらい理解
を深めてもらうことや食育推進のために、市内保育園・幼稚園・小中学校の児
童生徒の保護者の方などを対象に施設見学および試食を実施しています。
※営利目的や観光目的の施設見学および試食は、お断りしています。駐車スペースが限られて
いますので乗り合わせや貸切バスなどでお越しください。申込書は給食センターで配布するほ
か、市ホームページ（http://www.city.tahara.aichi.jp/)からダウンロードできます。
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市政の話題

W
ide A

rea U
n

ion

東
三
河
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

2



　

持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
を
構
築
す
る

た
め
、行
政
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
議

論
す
る
田
原
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

５
月
22
日（
木
）に
田
原
市
役
所
で
開
催

し
た
第
１
回
の
委
員
会
で
は
、愛
知
大
学

地
域
政
策
学
部
教
授
の
戸
田
敏
行
氏
が
会

長
に
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、市
長
の
諮
問
機
関
と
し

て
、行
財
政
運
営
の
指
針
と
な
る「
行
政
改

革
大
綱
」の
策
定
に
向
け
、意
見
交
換
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
で
第
３
次
と
な
る
行
政
改
革
大
綱

に
は
、市
役
所
内
部
の
改
革
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
再
構
築
に
つ
い
て
、具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
盛
り
込
ん
で
い
き
、12
月
ま
で
に

は
素
案
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

▼
政
策
推
進
課
☎
23
局
３
５
０
７

　

５
月
21
日（
水
）、平
成
25
年
７
月
に
発

足
し
た
田
原
市
公
共
施
設
あ
り
方
検
討
委

員
会（
委
員
長
：
恒
川
和
久
名
古
屋
大
学
准

教
授
）か
ら
、田

原
市
長
へ
田
原

市
公
共
施
設
の

あ
り
方
に
関
す

る
報
告
書
の
答

申
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

答
申
で
は
、

「
施
設
保
有
総
量
の
圧
縮
」「
機
能
に
基

づ
く
適
正
配
置
」
な
ど
６
つ
の
原
則
や
、「
柔

軟
な
構
想
力
」「
計
画
の
実
行
力
」
と
い

う
２
つ
の
視
点
に
基
づ
く
具
体
的
な
進
め
方

に
つい
て
12
項
目
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
は
今
後
、
答
申
を
踏
ま
え
、
公
共
施

設
の
適
正
化
に
関
す
る
基
本
計
画
お
よ
び

個
別
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
経
営
企
画
課
▼
☎
27
局
８
６
０
３

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

給食支援に関する協定
給食センター運営企業と締結

　６月２日（月）、田原市と株式会社田原学校
給食サービスとの間で災害時等における給
食支援業務等の協力に関する協定を締結し
ました。
　この協定は、田原
市内に給食提供な
どを必要とする災
害が発生した場合
に調理委託運営企
業の協力を得るも
ので、災害時におけ
る市民生活の安定
確保を目的として
締結しました。
◦主な給食支援の内容
◦田原市給食センターを拠点として行う給

食支援業務など
◦配送
◦平常時における防災啓発への協力

▼防災対策課☎23局3548
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Adm
inistrative R

eform
3
次
代
を
見
据
え
た
市
政
運
営
の
た
め
に

行
政
改
革
の
議
論
を
ス
タ
ー
ト

F
acility M

anagem
ent

4
「
田
原
市
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
関
す
る

報
告
書
」
委
員
会
か
ら
答
申

委員名 役職など

伊藤和夫 民間企業顧問

加子幸子 市民活動団体関係者

北野谷一樹 田原市議会副議長

杉浦　操 田原市更生保護女性会会長

鈴木　博 田原市地域コミュニティ連合会理事

辻　安明 （社）田原青年会議所理事長

戸田敏行 愛知大学地域政策学部教授

本田則子 田原市行政相談委員

松井賢二 公認会計士

山田俊郎 田原臨海企業懇話会会長

▪委員名簿（敬称略・五十音順）

●田原市行政改革推進委員会の様子

●恒川委員長（右）から答申書を受け取る
鈴木克幸田原市長

▲協定を締結した株式会社
田原学校給食サービス山本
徳憲社長（右）と鈴木克幸田
原市長



映画上映会「モンスターズ ユニバーシティ」

「モンスターズユニバーシティ」は誰もがあこがれる夢のような学
校を舞台に、マイクとサリーが巻き起こすモ
ンスター界最大の事件を描いた、ファンタ
ジー・アドベンチャー。
日時　7月27日日午前10時30分　
　　　（午前9時30分開場）
会場　田原文化会館文化ホール

　　　　たはらエコ・ガーデンシティ構想の一層の推進を図るため、推進計画の
７つのプロジェクトを題材としたエコ普及啓発ポスターを募集します。

エコ普及啓発ポスター

◉応募資格　市内在住・在勤・在学の方
◉募集部門　❶小学生低学年の部❷小学生高学年の部❸中学・高校・一般の部
◉募集期間　9月12日金まで
◉画材　　　 四つ切画用紙
◉応募方法　部門❶❷および部門❸のうち中学生と高校生は各学校へ、部門

❸のうち一般の方は郵送または、直接環境政策課、渥美支所市
民生活課、赤羽根市民センターのいずれかへ持参

◉賞・表彰　 部門別に最優秀賞、優秀賞、入選を選出
　　　　　　 賞状と副賞を贈呈／10月下旬に表彰予定
◉発表　　　広報たはらおよび市ホームページで11月に発表予定
◉主催　　　たはらエコ・ガーデンシティ地域協議会
▶問合先　
　たはらエコ・ガーデンシティ地域協議会事務局（環境政策課内）
　〒４４１－３４９２（住所不要）
　☎23局７４０１ 23局０１８０
    ekoene@city.tahara.aichi.jp　

たはら
エコ
フェスタ
たはらエコ・ガーデンシティ構想の普及啓発を図るため、市民活動団体や事業者の皆さんとの協働によるエコ

イベント「たはらエコフェスタ２０１４」を開催します。ご家族やご近所の皆さんとお誘いあわせのうえ、お
越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▶環境政策課☎23局7401

日　時　7月27日日午前9時～午後3時30分

場　所　田原文化会館一帯

内　容　親子で楽しむエコ体験ブースの出展/太陽光発電や風力発電
などの紹介ブースの出展/環境クイズラリーの開催/燃料電
池車の試乗/ESD PRキッズユニット「sweet magic」によ
るステージの開催など

入場無料

先着100名

2014

   みんなで取り組もう！

節電対策
今年の夏季の電力需給は非常に
厳しい見通しです。使用していない
部屋の電気はこまめに消すなど、無
理のない範囲で節電の取り組みに
ご協力をお願いします。

●日中家にいない方へ●
日中は電子レンジや温水洗浄便座
などの待機電力を減らす節電をお
願いします。

省エネ募集

家庭から出た廃食用油をせっけんに
交換しよう！
当日、廃食用油を持ってき
てくれた方に先着で100名
にせっけんを差し上げま
すので、ペットボトルなど
に入れて持ってきてくだ
さい。なお、廃食用油は植
物性に限ります。

※ただし、当日午前9時
　から会場で配布する
　整理券が必要です。

このイベントはたはら健康マイレージの対象です。

「安藤忠雄氏特別講演会」の中止について

7月27日日に開催予定の講演会は、安
藤先生のご都合により中止となりまし
た。現在、延期の方向で調整中です。
▶街づくり推進課 ☎23局3535
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女性男性

■「幸せ」でいるための重要事項 ■田原市の平均寿命（平成22年）
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自分や家族の健康
経済的なゆとり

安心・安全に暮らせる環境
良好な人間関係（家族）

自由な時間・趣味・充実した余暇
良好な人間関係（隣近所・地域）

良好な人間関係（友人）
就業状況（仕事の有無・安定）

良好な居住環境

H25田原市市民意識調査抜粋

80.1歳
（全国平均79.6歳）

85.8歳
（全国平均86.4歳）

男性

74.3

60.6

34.6

25.8

20.2

80 1歳

80

）
85.8歳

（全国平均86.4歳）
80.1歳

（全国平均79.6歳

たはら健康マイレージ実施中！！
健康づくりに取り組み、楽しみながら健康を目指
すため、たはら健康マイレージを行っています。
たはら健康マイレージチャレンジカードにポイ
ントを貯め、記念品をもらおう！！

▶対象＝小学生以上の田原市民　
▶期間＝平成２７年２月２８日土まで
▶配布場所＝市役所健康課またはあつみラ　

イフランド健康課にて
▶ポイントの貯め方＝①健康づくりの目標と期

間を決めて取り組む②健診（検診）を受診す
る③ポイント対象のイベント・講座などに参
加する

　３種類のポイントを２００ポイント以上貯める
と記念品と交換できます。

※詳しくは、お問い合わせく
ださい。

▪
健
康
は
幸
せ
の
基
本

　

市
民
意
識
調
査
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の

７
割
強
の
人
が
、「
幸
せ
で
い
る
た
め
に
は
、

健
康
が
重
要
」と
答
え
て
い
ま
す
。健
康
は
、

幸
福
感
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

▪
高
齢
化
の
影
響

　

田
原
市
の
平
均
寿
命
は
、男
女
と
も
延
び

て
い
て
、男
性
は
、全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。 

一方
で
、高
齢
化
率（
65
歳
以
上
の
人

口
）は
23
％
を
超
え
、要
支
援・要
介
護
認
定

者
数
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。高

齢
化
に
伴
い
、生
活
習
慣
病
の
発
症
率
は
高

ま
り
、寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
る
お
年
寄

り
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

▪
健
康
長
寿
は
誰
も
の
願
い

　

長
生
き
で
き
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
の
で
す

が
、い
か
に
日
常
的
に
介
護
の
必
要
が
な
く

心
身
と
も
に
健
康
で
暮
せ
る
期
間（
健
康
寿

命
）を
延
ば
す
か
が
課
題
で
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、若
い
こ

ろ
か
ら
の
健
康
習
慣
が
大
切
で
す
。そ
の
た

め
に
は
、個
人
の
努
力
と
と
も
に
、健
康
づ
く

り
に
取
り
組
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
い
き
い
き
と
生
活

す
る
、健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
、市
民

の
皆
さ
ん一
人
ひ
と
り
が
、自
分
に
合
っ
た
健

康
づ
く
り
を
見
つ
け
、行
政・団
体・地
域
が

力
を
合
わ
せ
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

健康なまちで健康に暮らす
田原市は、平成２５年７月にＷＨＯ（世界保健機関）が提唱する健康都市連合に加盟しました。

健康都市とは、人の健康だけではなく、人の健康を支え、守るための環境づくりを含めた、まちそ

のものを健康にするまちづくりに取り組む都市のことです。

市民の皆さんが、「生きがいを持ちいきいきと生活できるまち」「健康で長生きできるまち」を目

指します。　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　▶健康課☎23局3515

ポイントを貯めて、
健康と記念品を

手に入れましょう。

積極的な
参加をお待ち
しています。

平成26年7月1日 │　 │6



▪
健
康
を
保
つ
た
め
に
必
要
な
こ
と

　

健
康
の
保
持・増
進
は
、良
好
な
食
生
活
、

運
動
、睡
眠
と
いっ
た
個
人
の
生
活
習
慣
と

深
く
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、き
れ
い
な
空
気・安
心・地
域
の
つ
な

が
り
と
いっ
た
環
境
や
ま
ち
の
条
件
も
健
康

に
結
び
つい
て
い
ま
す
。

▪
健
康
な
ま
ち・健
康
な
市
民
へ

　

田
原
市
で
は
、健
康
と
い
う
切
り
口
か
ら

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
た
め
、あ
ら
ゆ
る
分

野
と
連
携
し
て
、自
然
・
産
業
な
ど
の
資
源

や
特
徴
を
活
か
し
た
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、市
民
の
健
康
を
支
援
す
る
環
境
整
備

を
地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、健
康
都
市
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、積
極

的
に
イ
ベン
ト
な
ど
へ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

野菜をいっぱい食べる
【行政】
・野菜を使った料理教室の開催
・野菜摂取についての情報提供

【団体・地域】
・食生活改善推進員による食育活動
・ベジエール渥美による野菜のＰＲ
・野菜レシピの紹介

【市民】
・野菜を積極的に摂取する
・野菜料理を一皿増やす

高齢者の閉じこもり予防
【行政】
・公共交通の整備
・介護予防教室の開催

【団体・地域】
・地域でふれあいイベント
・地域でのささえあい、ボラン

ティア活動
【市民】
・色々なイベントやサークル、同好会への参加
・筋力アップ教室など運動教室への参加

歩く人を増やす
【行政】
・広い歩道・防犯灯の整備、

補助
・公園整備、里山の保全、景観づくり

【団体・地域】
・地域のまちづくり活動、里山の保全
・ウォーキングマップの作成・ＰＲ、イベント開催

【市民】
・イベントなどへ家族、近所を誘って参加
・普段の生活で歩くことを意識して増やす

■健康づくりに欠かせないまちづくり
　健康づくりのために、個人で継続的に頑張るのは
大変なことです。歩道や交通網などのまちの整備や
景観づくり、地域の活性化などのまち全体のしくみづ
くりをすることで、健康づくりにより取り組みやすく、
効果的に進めることができます。
　また、最近では社会のつながりが高い地域ほど健
康度が高いというデータが出ています。
　実際に、どう取り組んだらよいのか、それぞれの立
場で考えてみましょう。
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◦対象　※所得制限があります

・母子家庭（父に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下（18歳に達した日
の属する年度の末日まで。以下同じ）の児童を養育する母および児童

・父子家庭（母に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下の児童を養育す
る父および児童

・父母のいない18歳以下の児童
◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。
◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、戸籍謄本（写しでも可）、転入者の場合は所得証明書

◦対象
中学３年生（満15歳に達した最初の３月31日）まで
※小学生以上の障害者医療・母子家庭等医療を受けられる方を除く

◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。

◦申請に必要なもの
保険証（加入手続き中のときは証明書）、印鑑

田原市では、市民の皆さんが医療機関にかかるときの費用の負担を軽くし
て、安心して医療サービスを受けていただけるよう、さまざまな助成制度
を設けています。詳しくはお問い合わせください。

◉保険年金課　医療グループ 　　☎23局3514
国保年金グループ ☎23局2149

❖子ども医療費助成

❖母子家庭等医療費助成

医療費の助成制度

◦対象
後期高齢者医療に加入している方で以下に該当する方
・障害者医療の受給資格者
・ひとり暮らしの方（市町村民税非課税または免除されている方）など

◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。

◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、それぞれの手帳など

❖後期高齢者福祉医療費助成

※
８
月
１
日
か
ら
印
刷
は
青
色

田原市では、平成20年度
から子ども医療費が中学
卒業まで無料となってい
ます。（それまでは小学校
入学前まで）
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見 
本

見 

本

見 

本



医療費の助成制度

◦対象
・１～３級の身体障害者手帳所持者（腎臓機能障害は４級、進行性筋萎縮症は

４～６級の方）
・Ａ・Ｂ判定の療育手帳所持者
・自閉症状群と診断されている方
◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。
◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、それぞれの手帳（自閉症状群については、自閉症の診療経験が
ある医師の発行する診断書）

◦対象
①精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちでない方で、次のいずれかに
　該当する方
・精神障害と診断され、自立支援医療（精神通院）を受けている方
・精神障害と診断され、入院している方（措置入院の方は除く）
②精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちの方
◦内容
①医療保険における精神障害治療に必要な通院医療費の自己負担額全額と
　入院医療費の自己負担額の半額を助成します。
②医療保険における自己負担額の全額を助成します。
◦申請に必要なもの
①【通院】 保険証、印鑑、自立支援医療受給者証  ※受給者証は通院のみ発行します。
　【入院】 保険証、印鑑、診断書、入院時の領収書・通帳など振込先のわかるもの
②精神障害者保健福祉手帳、保険証、印鑑、領収書、通帳など振込先のわかるもの

◦対象
国民健康保険に加入している70歳以上の方
※70歳の誕生日の翌月（１日生まれの方は誕生月）からが対象となります。
◦内容
医療を受けたとき、自己負担額が以下のとおりとなります。

【昭和19年4月1日以前生まれの方】１割（現役並みに所得がある方は３割）
【昭和19年4月2日以降生まれの方】２割（現役並みに所得がある方は３割）
◦発行について
該当の方へ70歳の誕生日の月末に郵送します。（１日生まれの方は前月末）

◉国民健康保険高齢受給者証をお持ちの方には、７月31日（木）までに新しい受
給者証を郵送します。

◉有効期限が平成26年７月31日の母子家庭等医療費受給者証・後期高齢者福祉
医療費受給者証をお持ちの方で更新申請がお済みでない方は、更新手続き
が必要です。対象になると思われる方で、通知が届かない場合はお問い合わ
せください。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▼保険年金課☎23局３５１４

❖国民健康保険　高齢者医療費給付

❖障害者医療費助成

❖精神障害者医療費助成

医療費受給者証の更新をお忘れなく

※
８
月
１
日
か
ら
用
紙
は
白
色

田原市では、平成26年4月から精神障
害者保健福祉手帳1・2級所持者の医療
保険における全疾患の自己負担額全
額を助成しています。
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市税
132億9,876万円

136億6,518万円
（102.8％）

15億5,999万円
（113.3％）

37億5,307万円
（113.0％）

3億985万円
（93.0％）

4億584万円
（97.9％）

28億9,876万円
（95.1％）

10億6,506万円
（75.5％）

504万円
（101.8％）

8億6,416万円
（99.3％）

13億9,728万円
（100.0％）

4億6,832万円
（109.0％）

1億4,763万円
（129.3％）

分担金及び負担金
3億3,331万円

使用料及び
手数料

4億1,435万円

国庫支出金
30億4,832円

県支出金
14億1,066万円

財産収入
1億1,417万円

繰越金
13億9,728万円

繰入金
8億7,001万円

寄附金
495万円

諸収入
4億2,966万円

市債
24億4,800万円

地方交付税
33億2,000万円 地方譲与税等

13億7,700万円

予算額（構成比）

収入済額（収入率）

未収入分

●歳入 収入率
93.2%

予算額 284億6,650万円
収入済額 265億4,026万円 予算額（構成比）

支出済額（支出率）

未支出分

●歳出 支出率
86.6%

予算額 284億6,650万円
支出済額 246億6,118万円

民生費
77億2,629万円

衛生費
23億4,319万円

労働費
5,101万円

農林水産業費
14億6,814万円

商工費
13億9,631万円

土木費
32億2,028万円

消防費
13億9,103万円

教育費
40億6,710万円

災害復旧費
0.4万円

公債費
33億3,606万円

議会費
2億2,730万円

その他
2,274万円

総務費
32億1,700万円

69億7,641万円
（90.3％）

17億4,524万円
（74.5％）

3,298万円
（64.7％）

12億8,620万円
（87.6％）

12億7,664万円
（91.4％）

21億7,563万円
（67.6％）

11億9,705万円
（86.1％）

36億5,193万円
（89.8％）

33億2,748万円
（99.7％）

2億1,334万円
（93.9％）

27億7,822万円
（86.4％）

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を、上半期と下半期に分けて、年２回公表しています。今回は平成25
年度下半期（平成25年10月～平成26年3月）の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は１万円未満
が切り捨てのため、合計などに多少のずれが生じています。（3月31日現在）▶財政課☎２７局８６０１

■市債(借入金)の状況 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など ３３9 万 9,800㎡

建物 市役所・学校など 40 万 322㎡

基金 財政調整基金など １２6 億 5,348 万円

出資による権利 （公財）崋山会など 4 億 4,839 万円

一般会計
228億4,922万円

特別会計
108億261万円

教育債
29億335万円

土木債 28億9,095万円

その他（総務費・衛生債・民生債など）
38億4,242万円

公共下水道事業特別会計
82億4,813万円

農業集落排水事業特別会計
25億5,448万円

総額●336億5,183万円
臨時財政対策債
76億1,731万円

減収補てん債
29億円7,220万円

公営住宅債 13億4,618万円減税補てん債 12億7,678万円
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市税
132億9,876万円

136億6,518万円
（102.8％）

15億5,999万円
（113.3％）

37億5,307万円
（113.0％）

3億985万円
（93.0％）

4億584万円
（97.9％）

28億9,876万円
（95.1％）

10億6,506万円
（75.5％）

504万円
（101.8％）

8億6,416万円
（99.3％）

13億9,728万円
（100.0％）

4億6,832万円
（109.0％）

1億4,763万円
（129.3％）

分担金及び負担金
3億3,331万円

使用料及び
手数料

4億1,435万円

国庫支出金
30億4,832円

県支出金
14億1,066万円

財産収入
1億1,417万円

繰越金
13億9,728万円

繰入金
8億7,001万円

寄附金
495万円

諸収入
4億2,966万円

市債
24億4,800万円

地方交付税
33億2,000万円 地方譲与税等

13億7,700万円

予算額（構成比）

収入済額（収入率）

未収入分

●歳入 収入率
93.2%

予算額 284億6,650万円
収入済額 265億4,026万円

財政状況を公表します
■一般会計

平成25年度
下 半 期

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
給食センター給食費特別会計 ２億９, ３７８万円 ２億４，２９２万円 ８２．７％ ２億５，４１２万円 ８６．５％
国民健康保険特別会計 ７８億６，３２４万円 ７４億４，６０６万円 ９４．７％ ７１億１，６４０万円 ９０．５％
公共下水道事業特別会計 １４億１，０３０万円 １２億２，１３２万円 ８６．６％ １０億４，１８５万円 ７３．９％
農業集落排水事業特別会計 ７億１，６０５万円 ６億１，３４４万円 ８５．７％ ５億１，５３４万円 ７２. ０％
田原福祉専門学校特別会計 １億２，５３９万円 １億    ２９０万円 ８２．１％ １億１，２６７万円 ８９．９％
介護保険特別会計 ４１億８，４１５万円 ４０億　  ５９５万円 ９５．７％ ３７億     １１９万円 ８８．５％
中心市街地商業等活性化事業特別会計 ２，９３２万円 １０８万円 ３．７％ ２，１６３万円 ７３．８％
後期高齢者医療特別会計 ６億５，７２５万円 ６億３，５３４万円 ９６．７％ ５億９，６８１万円 ９０．８％

計 １５２億７，９５１万円 １４２億６，９０５万円 ９３．４％ １３３億６，００３万円 ８７．４％

■特別会計
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス

5

6

月

月

　

伝
統
の
田
原
凧
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。24

日（
土
）、ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
厚
生
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
初
凧
祈
願
祭
で
は
、多
く
の
家
族
が
鮮
や
か
な
祝
い

凧
を
揚
げ
、子
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
り
ま
し
た
。ま

た
、25
日（
日
）に
は
、は
な
の
き
広
場
周
辺
で
市
指
定

無
形
文
化
財
の
け
ん
か
凧
合
戦
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

健
や
か
な
成
長
を
と

凧
に
願
い
を
込
め
て

５
月
24
日［
土
］

▲それぞれの祝い凧に、子を思う家族の願いが込められています

　

愛
知
県
警
コ
ン
サ
ー
ト（
避
難
訓
練
ラ
イ
ブ
）が

田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
警
音
楽
隊
の
演
奏
中
、地
震
発
生
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
流
れ
、約
３
０
０
名
の
参
加
者
は
、係
員
の
誘
導
に

従
っ
て
、屋
外
へ
避
難
し
ま
し
た
。避
難
訓
練
ラ
イ
ブ

と
し
て
は
東
三
河
初
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

実
践
的
な
訓
練
で

対
応
力
を
磨
く

５
月
29
日［
木
］

▲係員の誘導に従って屋外への避難を開始する参加者

　

愛
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ「
や
し
の
実
投

流
」が
沖
縄
県
石
垣
島
で
行
わ
れ
ま
し
た
。島
崎
藤

村
の
抒
情
詩「
椰
子
の
実
」を
再
現
し
よ
う
と
行
わ

れ
た
こ
の
催
し
は
27
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。市
内

外
か
ら
参
加
し
た
28
名
が
、船
上
か
ら
１
０
２
個

の
や
し
の
実
を
投
げ
入
れ
ま
し
た
。

黒
潮
に
乗
り

伊
良
湖
岬
へ
届
け

６
月
１
日［
日
］

▲約1600㎞離れた伊良湖岬へ届く日が待ち遠しいですね



援
、
保
育
園
・
幼
稚
園
歯
科
保
健
活
動
ほ

か　

▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分　

▼
報
酬
＝
月
額
20
万
円　

▼
選
考
方

法
＝
面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申

し
込
み
＝
８
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
健
康

課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
資
格
証
明
書
（
写
）
を
添
え
て
提

出
／
履
歴
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

◉
消
費
生
活
相
談
員

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
が
認
定
す
る
「
消
費
生
活
専

門
相
談
員
」
の
資
格
が
あ
る
方　

▼
採
用

期
間
＝
９
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市
役
所　

▼
勤
務
内

容
＝
消
費
生
活
相
談
の
受
付
、
処
理
に
関

す
る
業
務　

▼
勤
務
形
態
＝
毎
週
金
曜
日

／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分　

▼
報
酬

募
集

W
A
N
TED

田
原
市
嘱
託
員

◉
歯
科
衛
生
士

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
歯
科
衛

生
士
の
資
格
が
あ
る
方　

▼
採
用
期
間
＝

10
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日　

▼
勤

務
内
容
＝
歯
科
健
診
、
歯
科
健
康
教
育
、

歯
科
保
健
相
談
、
学
校
歯
科
保
健
活
動
支

＝
日
額
１
万
８
０
０
円　

▼
選
考
方
法
＝

面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込

み
＝
７
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
商
工
観
光

課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
提
出

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

◉
図
書
館
嘱
託
員

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
司
書
、

司
書
補
、
司
書
教
諭
の
い
ず
れ
か
の
資
格

が
あ
る
方　

▼
採
用
期
間
＝
９
月
１
日
～

平
成
27
年
３
月
31
日　

▼
勤
務
場
所
＝
中

央
図
書
館
（
予
定
）　

▼
勤
務
形
態
＝
土
・

日
曜
日
、
祝
日
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分　

▼
報
酬
＝
月
額
10
万
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
／
８
月
７
日
（
木
）

午
後
１
時
～　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
31
日

（
木
）
ま
で
に
中
央
・
赤
羽
根
・
渥
美
図

書
館
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
資
格
証
明
書
を
添
え
提
出

▼
中
央
図
書
館

☎
23
局
４
９
４
６

23
局
４
６
４
６

田
原
市
臨
時
職
員

◉
図
書
館
臨
時
職
員

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
採
用
期
間
＝
８

月
１
日
～
31
日　

▼
勤
務
場
所
＝
中
央
図

書
館　

▼
勤
務
形
態
＝
火
～
金
曜
日
お
よ

び
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
／
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
賃
金
＝
時
給

８
３
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
／
７
月

24
日
（
木
）
午
後
１
時
～　

▼
申
し
込
み

＝
７
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
中
央
・
赤
羽

根
・
渥
美
図
書
館
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
中
央
図
書
館　

☎
23
局
４
９
４
６

23
局
４
６
４
６

◉
学
校
臨
時
用
務
員

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
次
の
要

件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
方
①
お
お
む
ね
50

歳
ま
で
の
心
身
と
も
に
健
康
な
方
②
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち
の
方　

▼
採

用
期
間
＝
９
月
１
日
～
平
成
27
年
２
月
28

日　

▼
勤
務
場
所
＝
渥
美
地
区
小
中
学
校

▼
勤
務
内
容
＝
給
食
の
配
膳
お
よ
び
学
校

の
管
理
運
営
の
た
め
に
必
要
な
業
務　

▼
勤
務
形
態
＝
原
則
、
月
～
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
８
時
～
午
後
５
時
の
う

ち
６
時
間　

▼
賃
金
＝
時
給
８
７
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
書
類
お
よ
び
面
接
（
履
歴

書
提
出
時
に
調
整
）　

▼
申
し
込
み
＝
７

月
31
日（
木
）ま
で
に
給
食
セ
ン
タ
ー（
赤

羽
根
町
）
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
提
出

▼
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
45
局
５
０
３
０

45
局
３
３
１
５
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農
政
課
に
あ
る
申

込
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
直
接
ま

た
は
郵
送
に
て
／

郵
送
の
場
合
は
締
切
日
必
着

▪
田
原
市
野
菜
ソ
ム
リ
エ
育
成
支
援
事
業

　

補
助
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す

▼
対
象
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す

方
①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
②
平

成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
一
般
社
団
法
人

野
菜
ソ
ム
リ
エ
協
会
が
認
定
す
る
野
菜
ソ

ム
リ
エ
の
資
格
を
取
得
し
た
方
③
田
原
市

野
菜
ソ
ム
リ
エ
組
織『
ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美
』

へ
加
入
し
て
い
る
方　

▼
条
件
＝
補
助
金

の
交
付
年
度
以
降
に
お
い
て
２
年
間
、
田

原
市
産
の
野
菜
な
ど
に
つ
い
て
周
知
・
広

報
、
料
理
の
レ
シ
ピ
の
考
案
・
提
供
な
ど

を
年
５
回
以
上
行
い
、
そ
の
活
動
報
告
書

を
各
年
度
の
３
月
31
日
ま
で
に
提
出　

▼
補
助
額
＝
資
格
取
得
に
係
る
講
座
の
受

講
料
（
上
限
８
万
６
０
０
０
円
）　

▼
補

助
対
象
者
数
＝
５
名
（
先
着
順
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

ジ
ュ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ

資
格
取
得
講
座　

受
講
者

▪
対
象

　

次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
方

◦
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳
以
上
の
方（
平

成
６
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

◦
資
格
取
得
後
、
田
原
市
産
の
野
菜
な
ど

の
周
知
、
料
理
の
レ
シ
ピ
提
供
、
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
協
力
で
き
る
方

◦
田
原
市
野
菜
ソ
ム
リ
エ
組
織
『
ベ
ジ

エ
ー
ル
渥
美
』
に
加
入
で
き
る
方

▪
講
座
説
明
会

▼
日
時
＝
７
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
市
役
所
大
会
議
室
（
北

庁
舎
１
階
）
▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し

込
み
＝
電
話
に
て

▪
講
座
・
試
験

▼
場
所
＝
市
役
所
大
会
議
室
（
北
庁
舎
１

階
）　

▼
日
時
＝
表
の
と
お
り　

▼
定
員

＝
20
名
（
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
に
よ
り

選
考
）　

▼
受
講
料
＝
１
万
４
８
０
０
円

▼
申
し
込
み
＝
８
月
22
日
（
金
）
ま
で
に

生
涯
学
習
情
報
誌 

有
料
広
告

▼
募
集
枠
数
＝
７
枠　

▼
掲
載
場
所
＝
生

涯
学
習
情
報
誌
（
平
成
26
年
度
下
半
期
）

の
裏
表
紙
／
発
行
部
数
２
万
５
０
０
部　

▼
広
告
の
サ
イ
ズ
と
掲
載
料
＝
【
１
種
広

告
】
縦
４
・
５
㎝
×
横
８
・
５
㎝
、
裏
表
紙

１
枠
１
万
５
４
２
０
円
ほ
か　

▼
申
し
込

み
＝
７
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
署
名
・
押
印
し
た

も
の
に
広
告
原
稿
、
会
社
概
要
な
ど
を
添

付
し
て
直
接
持
参　

▼
そ
の
他
＝
申
し
込

み
の
際
に
は
、
要
綱
・
要
領
な
ど
の
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
お
よ
び

要
綱
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
教
育
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

http://www.city.tahara.aichi.jp/section/

kyoiku/吉
胡
貝
塚
資
料
館

夏
の
体
験
講
座　

参
加
者

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も（
小
学
校
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
／
８
月
10
日
の
講
座
は
小
学

校
４
年
生
以
上
）　

▼
日
時
／
講
座
名
／
内

容
／
定
員
（
先
着
順
）
／
参
加
料
＝
表
の
と

お
り　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０

22
局
８
０
７
０

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp
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■吉胡貝塚資料館　夏の体験講座
日時 講座名 内容 定員 参加料

8／10日
13：00～16：00

貝塚の土の中から
お宝を探そう

貝塚の土を洗って見つかったものがどん
なものか調べます。 30 名 100円

8／24日
9：00～16：00

貝の腕輪と貝アク
セサリーづくり

海岸に貝を拾いに行き腕輪やネックレ
ス、ストラップなどを作ります。 20 名 200円

7/26土・8/3日・9土・17日
23土・31日①10：30～11：30
②13：30～14：30

竹の弓矢を作ろう 竹を割って弓矢をつくります。（ナタな
ど刃物を使用）

各
10 名 200円

7／19土～8/31日
9：00～15：00（随時受付）

ミニ鹿角アクセサ
リーづくり

鹿の角を石でみがいてアクセサリーを作
ります。 － 200円

8/31日まで
9：00～15：00（随時受付） まが玉づくり いろいろな種類を作成できます。（黒・

ピンク・小さなまが玉２つ・貝と組合せ） － 300円

種別 日時

講座
第1回

10／25土
10：00～15：15

講座
第2回

11／1土
10：00～17：15

講座
第3回

11／8土
10：00～15：15

試験
11／29土
9：45～12：00

■ジュニア野菜ソムリエ
　資格取得講座・試験



り
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担
）　

▼
場

所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
研
修
室

（
田
原
文
化
会
館
２
階
）　

▼
申
し
込
み
＝

直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
生
年
月
日
・
希
望
コ
ー
ス
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
・
申
し
込
み
中
の

コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時
に
２
コ
ー
ス
ま
で

申
し
込
み
可　

※
休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
翌
平
日
）

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０

23
局
２
８
０
８

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

親
子
料
理
教
室　

参
加
者

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者　

▼
期
日
／
場
所
／
定
員
＝
表
の
と

お
り　

▼
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
１
時

30
分　

▼
参
加
料
＝
１
名
２
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
23
日
（
水
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
、
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

希
望
日
［
第
２
希
望
ま
で
］
を
明
記
）
／

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選　

▼
持
ち
物

＝
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
（
バ

ン
ダ
ナ
）・
上
靴
（
子
ど
も
の
み
）

▼
田
原
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
改
善
協
議

会
（
健
康
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

渥
美
病
院

「
院
内
探
検
ツ
ア
ー
」 

参
加
者

　

Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
渥
美
病
院
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
病
院
を
よ
り
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、「
院
内
探
検
ツ
ア
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

と
そ
の
保
護
者　

▼
日
時
＝
８
月
２
日

（
土
）
午
後
１
時
～
３
時
30
分
（
予
定
）　

▼
場
所
＝
渥
美
病
院　

▼
内
容
＝
簡
単
な

病
院
の
紹
介
、病
院
施
設（
手
術
室
、調
剤
・

検
査
室
、
地
下
免
震
ピ
ッ
ト
な
ど
）
や
高

度
医
療
機
器
の
見
学
・
体
験　

▼
定
員
＝

15
組
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

i
ア
イ
パ
ッ
ド

P
ad

・
パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方
（『
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
体
験
』
は
市

内
在
住
・
在
学
の
小
学
校
高
学
年
と
そ
の

保
護
者
［
２
人
１
組
］）　

▼
コ
ー
ス
／
期

日
／
時
間
／
定
員
／
受
講
料
＝
表
の
と
お

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
７
月

18
日
（
金
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
渥
美
病
院 

企
画
室

（
〒
４
４
１

－

３
４
１
５　

田
原
市
神
戸

町
赤
石
１

－

１
）

☎
22
局
２
１
３
１

22
局
０
２
８
４

postm
aster@

hp.atsum
i.jaaikosei.or.jp

生
活

LIFE

自
衛
官
制
度
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

　

平
成
26
年
度
自
衛
官
採
用
に
伴
い
、
希

望
者
に
対
し
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
進
学
、
就
職
を
お
考
え
の
方
、
ま
た

は
自
衛
隊
に
関
心
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
平
成
26
年
度
に
18
歳
～
26
歳
に

な
る
方
（
保
護
者
同
伴
可
） 　

▼
日
時
＝

８
月
２
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午
（
受

付
：
午
前
９
時
40
分
～
）　

▼
場
所
＝
田

原
文
化
会
館
１
０
１
会
議
室

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３

aichi.pco.toyohashi@
rct.gsdf.m

od.
go.jp
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■iPad・パソコン教室
コース 期日 時間 定員

（先着順） 受講料

はじめてのiPad体験講座 8／19火 13:30～15:30 5名
無料

アプリを使ったiPad活用講座 8／21木 13:30～15:30 5名

はじめてのワード2010 8／19火・21木
26火・28木 9:30～11:30 10名 1,000円

小学生親子３Ｄプリンター体験！ 8／23土 13:30～15:30 5組 無料

※パソコンの環境　OS：Windows Vista　使用ソフト：Internet Explorer9、Microsoft Word2010、Excel2010
iPadは市側で用意します。

期日 場所 定員

8／1金

田原
福祉センター 各 15 組8／2土

8／23土

8／22金 あつみ
ライフランド 10 組

■親子料理教室



は
除
く
）　

▼
給
付
額
＝
対
象
児
童
１
人

に
つ
き
１
万
円

◦
申
請
方
法
（
共
通
）

　

７
月
31
日
付
で
、
対
象
の
方
に
申
請
書

を
発
送
し
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

▪
問
い
合
わ
せ
先

◦
臨
時
福
祉
給
付
金

▼
地
域
福
祉
課

☎
22
局
１
７
１
１

23
局
３
５
４
５

◦
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

愛
知
県
子
育
て
支
援
減
税
手
当

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３

23
局
３
５
４
５

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
全

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
達
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

田
原
市
に
お
い
て
も
、
運
動
の
一
環
と

し
て
、
第
64
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
講
演
と
演
奏
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時
30

臨
時
福
祉
給
付
金・子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金・
愛
知
県
子
育
て
支
援
減
税
手
当
の
給
付

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
負
担
軽

減
の
た
め
、次
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▪
臨
時
福
祉
給
付
金

▼
対
象
者
＝
平
成
26
年
度
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
方
（
た
だ
し
、
市

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族

や
生
活
保
護
の
被
保
護
者
は
除
く
）　

▼
給
付
額
＝
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

（
条
件
に
よ
り
１
人
５
０
０
０
円
を
加
算
）

▪
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

▼
対
象
者
＝
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手

当
の
受
給
者
（
た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付

金
の
対
象
者
、
生
活
保
護
の
被
保
護
者
、

平
成
25
年
分
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制

限
額
以
上
の
方
は
除
く
）　

▼
給
付
額
＝

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

▪
愛
知
県
子
育
て
支
援
減
税
手
当

▼
対
象
者
＝
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手

当
の
受
給
者
（
た
だ
し
、
平
成
25
年
分
所

得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
額
以
上
の
方

◦目指せ！バス博士
　～パパやママとどっちが詳しくなれるかな!?
　知っているようで知らないことの多い「路線バ
ス」。バスの乗り方を教えてもらったり、普段では体
験できないバスとの綱引き、洗車体験、整備工場を
見学したりするなど、実体験しながら楽しんで学ぶ
ことができます。ぜひ、ご参加ください。

対象◉小学生以下と保護者
　　　（１組の申込みは保護者を含む５名まで）
日時◉8月9日土午前9時50分～正午
場所◉豊鉄バス株式会社　植田車庫
集合・解散◉田原市役所
定員◉35名程度（応募者多数の場合は抽選）
参加料◉無料
申し込み◉7月23日水（必着）までに、電話ま

たはＦＡＸ・Ｅメールにて経営企画課へ提
出（ＦＡＸ・Ｅメールの場合は、住所、参加者
全員の氏名・年齢、・電話番号を明記）

◦『豊鉄バス』小学生運賃が50円に！
　夏休み期間に合わせ、小学生は１乗車５０円で路
線バス（豊鉄バス）をご利用できます。これを機会
に、お子さんと一緒にバスに乗って、すてきな夏休
みの思い出をつくりにでかけてみませんか。

期間◉7月19日土～8月31日日
乗車方法◉バス乗車時に整理券を取り、降車

時に小学生であることを運転手に伝え、整
理券と一緒に５０円を運賃箱に入れてくだ
さい。

対象路線◉豊鉄バス全路線（高速バスを除く）

平成26年7月1日│　 │17

分
～　

▼
場
所
＝
赤
羽
根
文
化
会
館
文
化

ホ
ー
ル　

▼
講
演
＝
「
放
射
能
被
害
に
負

け
な
い
心
」【
講
師
】
福
島
県
福
島
地
区

保
護
司
会
長　

佐
藤
俊
道
氏　

▼
演
奏
＝

赤
羽
根
中
学
校　

▼
定
員
＝
３
５
４
名　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
不
要

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23
局
０
６
１
０

23
局
３
９
７
０

　    お楽しみイベントとお得な情報!!夏休み

▶経営企画課（田原市地域公共交通会議事務局）
　☎27局8603　 23局0180
　  keieikikaku@city.tahara.aichi.jp
▶豊鉄バス株式会社☎（0532）44局8418



時
間
は
30
分
程
度
）

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

田
原
二
七
の
市

開
催
時
間
を
変
更
し
ま
す

　

４
月
27
日
か
ら
三
河
田
原
駅
の
駅
前
広

場
に
移
転
し
た
「
田
原
二
七
の
市
」
の
終

了
時
間
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

▪「
田
原
二
七
の
市
」
終
了
時
間

　

午
前
９
時
ご
ろ
ま
で

　
（
こ
れ
ま
で
は
午
前
11
時
ま
で
）

　

な
お
、
商
品
が
な
く
な
り
し
だ
い
順
次

終
了
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▪
公
共
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

お
車
で
お
出
か
け
の
際
は
、
田
原
駅
南

公
共
駐
車
場
（
最
初
の
１
時
間
無
料
）
を

ご
利
用
く
だ

さ
い
。
路
上

駐
車
は
近
隣

住
民
の
方
の

迷
惑
に
も
な

り
ま
す
の
で
、

ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▼
二
七
の
市

研
究
会
事
務

局
（
株
式
会
社
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原
）

☎
24
局
２
３
４
５

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
）を

貸
し
出
し
ま
す

▪
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は

　

通
常
の
心
肺
蘇
生
法
で
は
対
応
で
き

な
い
心
室
細
動

の
発
症
時
に
、

心
臓
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
、
正
常
な
動

き
を
取
り
戻
す

た
め
の
医
療
機

器
で
す
。

▼
対
象
＝
市
内
で
10
名
以
上
の
市
民
が
参

加
す
る
営
利
を
目
的
と
し
な
い
イ
ベ
ン
ト

の
主
催
者　

▼
条
件
＝
医
療
従
事
者
ま
た

は
普
通
救
命
講
習
受
講
者
の
配
置　

▼
使

用
料
＝
無
料　

▼
貸
出
期
間
＝
７
日
以
内

▼
申
し
込
み
＝
希
望
日
の
前
日
ま
で
に
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
直
接

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵
送
に
て

／
申
請
書
は
地
域
福
祉
課
で
配
布
す
る
ほ

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可　

▼
貸
出
・
返
却
＝
市
役
所
執
務
時
間

中
に
地
域
福
祉
課
に
て

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

田
原
市
観
光
事
業
者
等

提
案
事
業
補
助
金

　

田
原
市
内
で
事
業
を
行
う
観
光
事
業
者

な
ど
が
連
携
し
、
田
原
市
へ
の
観
光
誘
客

お
よ
び
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
促
進
、
観
光

客
の
利
便
向
上
お
よ
び
観
光
に
係
る
人
材

育
成
・
組
織
強
化
を
図
る
提
案
事
業
を
募

集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
個
人
お
よ
び
事
業
者
３
名
以
上
で

組
織
さ
れ
る
団
体　

▼
対
象
事
業
＝
催

事
、
調
査
・
研
究
お
よ
び
研
修
な
ど

▼
補
助
額
＝
補
助
対
象
経
費
の
実
費

▼
募
集
期
間=

７
月
31
日
（
木
）
ま
で

▼
採
択
決
定
＝
８
月
中
旬

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い（
偶
数
月
開
催
）

　

消
費
者
問
題
・
多
重
債
務
な
ど
で
お
困

り
の
方
、
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
８
月
28
日

（
木
）
午
後
１
時
～
４

時
（
要
予
約
／
相
談

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２

23
局
３
５
４
５

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

第
17
回
愛
知
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

▼
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す

方
①
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
（
以

下
、「
保
健
分
野
な
ど
」）
で
合
計
５
年
以

上
（
一
部
の
対
象
者
は
10
年
以
上
）
の
実

務
経
験
が
あ
る
方
②
保
健
分
野
な
ど
の
業

務
に
従
事
し
、
勤
務
地
が
愛
知
県
に
あ
る

方
。
ま
た
は
、
か
つ
て
保
健
分
野
な
ど
の

業
務
に
従
事
し
、
現
在
、
愛
知
県
在
住
の

方　

▼
試
験
日
＝
10
月
26
日（
日
）　

▼
申

し
込
み
＝
７
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
高
齢

福
祉
課
、
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥
美

支
所
市
民
生
活
課
に
あ
る
受
験
願
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
専
用
封
筒
で
郵

送
に
て

※
郵
送
先
は
専
用
封
筒
に
記
載

▼
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会　

福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
２
）２
２
０
局
２
２
５
０
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▪
保
険
料
の
計
算
方
法

　

保
険
料
額
は
、
一
人
ず
つ
均
等
に
負
担

し
て
い
た
だ
く「
均
等
割
額
」と
、所
得
に

応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く「
所
得
割
額
」

の
合
計
額
で
す
。

　

な
お
、一
人
あ
た
り
の
上
限
額
は
57
万

円
で
す
。

▪
保
険
料
の
減
額

　

４
月
１
日
現
在
の
世
帯
状
況
に
お
い

て
、「
世
帯
主
」
と
「
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
」
の
総
所
得
金
額
な
ど
の
合
計
額

に
よ
り
、
均
等
割
額
・
所
得
割
額
の
減
額

が
判
定
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
所
得
に
つ
い
て
は
、
特

例
と
し
て
、
さ
ら
に
15
万
円
を
控
除
し
た

額
で
判
定
さ
れ
ま
す
。

▪
保
険
料
の
支
払
方
法

　

年
金
か
ら
の
お
支
払
い
（
特
別
徴
収
）

や
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書（
普
通
徴
収
）

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
で
お

支
払
い
い
た
だ
く
場
合
は
、
市
役
所
で
手

続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
年
金
の
額
が
年
間

18
万
円
以
下
の
場
合
、
も
し
く
は
介
護
保

険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
年
金
額
の

２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
、
口
座
振
替

ま
た
は
納
付
書
に
よ
る
お
支
払
い
と
な
り

ま
す
。

▪
保
険
料
の
納
期

◦
特
別
徴
収

平
成
24
年
の
所
得
で
仮
算
定
し
た
保
険

料
を
４
月
・
６
月
・
８
月
、
平
成
25
年
の

所
得
で
本
算
定
し
た
保
険
料
を
10
月
・

12
月
・
２
月
の
年
金
か
ら
お
支
払
い

◦
普
通
徴
収

７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
計
８
回
で
納
付

（
７
月
か
ら
９
月
ま
で
は
普
通
徴
収
、
10

平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
が
決
定
し
ま
す

　

７
月
に
、「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

額
決
定
通
知
書
」
お
よ
び
「
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
納
入
通
知
書
」
を
送
付
し
ま

す
。

月
か
ら
は
特
別
徴
収
と
な
る
場
合
あ
り
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証
を
更
新
し
ま
す

　

現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
保
険
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。
８
月
１
日

か
ら
使
用
し
て
い
た
だ
く
保
険
証
を
、
７

月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
簡
易
書
留

郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。（
簡
易
書
留
郵

便
は
、
受
け
取
る
際
に
押
印
ま
た
は
署
名

が
必
要
で
す
。

　

配
達
時
に
不
在
の
場
合
、
郵
便
受
け
に

案
内
が
入
り
ま
す
の
で
、
郵
便
局
支
店
へ

再
配
達
の
依
頼
を
し
て
い
た
だ
く
か
、
直
接

受
け
取
り
に
行
って
く
だ
さ
い
）

　

住
民
登
録
地
と
異
な
る
場
所
へ
の
保
険

証
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ

め
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
印
鑑
と

身
分
証
明
書
を
ご
持
参
の
う
え
、
保
険
年

金
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
の
色
が
、
ね
ず
み
色
か
ら
オ
レ

ン
ジ
色
に
変
わ
り
ま
す
。
８
月
１
日
以
降

に
医
療
機
関
へ
受
診
す
る
際
は
、
必
ず
新

し
い
保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０
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■保険料の減額

保険料額 均等割額
45,761円

所得割額
（総所得金額等－330,000円）×0.09＝ ＋

■保険料の計算方法

均等割額を8.5割減額（6,864円）
　 世帯内の後期高齢者医療制度の被保険者と世
帯主の所得金額の合計が33万円以下の方
①

均等割額を9割減額（4,576円）
　　①の方のうち、世帯内の後期高齢者医療被保険者全
員が、年金収入80万円以下で、他の所得がない世帯の方
②

均等割額を5割減額（22,880円）　 総所得金額等が３３万円を超え、33万円＋（24万
5千円×世帯の被保険者数）以下の世帯

③

均等割額を2割減額（36,608円）　  総所得金額等が３３万円を超え、33万円＋（45万
円×世帯の被保険者数）以下の世帯

④

均等割額を9割減額（4,576円）
※所得割は賦課されません

　 後期高齢者医療制度に加入する直前は職場の健
康保険などの被扶養者であった方
⑤

所得割額を5割減額　  後期高齢者医療制度の被保険者本人の所得金額
の合計から33万円を引いた額が58万円以下の方

⑥



ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
存
じ
で
す
か
？

▪
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

～
特
許
期
間
を
経
過
し
た
新
薬
と
同
じ
有
効

成
分
を
持
つ
薬
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
～

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
よ
り
価

格
が
低
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
品

質
や
安
全

性
に
つ
い
て

も
、
薬
事

法
の
厳
正

な
基
準
を

満
た
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
知
り
た
い
方
、
薬
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し
た
い
方
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９

23
局
０
１
８
０

お
盆
の
し
尿
く
み
取
り

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

　

お
盆
前
は
、
し
尿
く
み
取
り
の
依
頼
が

集
中
し
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
く
み

取
り
を
希
望
さ
れ
る
方
（
計
画
収
集
地
区

の
方
は
除
く
）
は
、
電
話
に
て
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
＝
市
役
所
執
務
時
間
中

▪
く
み
取
り
作
業
に
ご
協
力
を

◦
便
槽
の
く
み
取
り
口
に
物
を
置
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

◦
便
槽
の
種
類
に
よ
っ
て
は
水
を
入
れ
な

い
と
汚
物
な
ど
が
下
が
ら
ず
、
き
れ
い

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
留
守

に
す
る
と
き
は
、
水
（
バ
ケ
ツ
２
杯
程

度
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◦
転
居
ま
た
は
転
出
、
ト
イ
レ
の
廃
止
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
早
め
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎
45
局
３
０
０
０

45
局
３
５
３
７

下
水
道
に
異
物
を
流
さ
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
！

　

最
近
、
下
水
道
施
設
へ
の
異
物
の
流
入

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
に
な
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
本
人
お
よ
び
配
偶
者
、

世
帯
主
の
所
得
で
審
査
し
ま
す
。

▪
免
除
な
ど
の
申
請
対
象
期
間

◦
毎
年
７
月
～
翌
年
６
月

※
申
請
書
の
受
付
日
か
ら
２
年
１
カ
月
前

ま
で
の
未
納
期
間
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▪
申
請
年
度
の
直
前
の
１
月
２
日
以
後
に

田
原
市
に
転
入
さ
れ
た
方

前
住
所
地
の
所
得
証
明
（
控
除
額
記
載

の
も
の
）
が
必
要
で
す
。

▪
失
業
さ
れ
た
方

失
業
を
示
す
書
類
（
離
職
票
ま
た
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
）が
必
要
で
す
。

▪
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方（
一
部
対
象
外
の
学
校
あ
り
）

は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
ご
利
用

で
き
ま
す
。
申
請
に
は
、
学
生
証
（
有
効

期
限
が
分
か
る
も
の
）
が
必
要
で
す
。

※
学
年
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９

23
局
０
１
８
０

▼
豊
橋
年
金
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
４
１
１
１

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
故
障
の
原
因
に
な

り
、
適
切
な
汚
水
処
理
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
異
物
を
流
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▪
流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

◦
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
乳
幼
児
用
お
し
り
ふ
き

な
ど
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙

◦
野
菜
く
ず
や
ご
飯
の
残
り
、
天
ぷ
ら
油

　

※
排
水
管
が
詰
ま
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

◦
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
揮
発
性
の
高
い

危
険
物

　

※
下
水
道
管
の
中
で
爆
発
を
起
こ
す
原
因

に
な
り
ま
す
。

▼
下
水
道
課　

☎
23
局
３
５
２
５

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３

32
局
２
５
０
６

屋外広告物の実態調査を実施

　屋外広告物の表示や設置の状況を把握
するために調査を行います。
　市民の皆さんのご理解とご協力をお願い
します。

▪実施期間
７月１4日（月）～９月３０日（火）

▪対象地域
国道４２号および２５９号沿線に表示、設
置されている屋外広告物

▪調査方法
屋外広告物の外観の確認と写真撮影を
行います。
※調査は市が委託した業者が実施。調査

員は、身分証明書を携帯します。
※調査員が、個人情報などの聴き取り調

査を行うことはありません。

▶街づくり推進課☎23局3535
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※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４

23
局
０
１
８
０

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
が
続
く
こ
の
時

期
、
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▪
熱
中
症
と
は

　

高
温
多
湿
の
環
境
下
で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体
温

の
調
整
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
り
し
た

と
き
に
み
ら
れ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
の
不

調
の
総
称
で
す
。

　

脈
が
速
く
な
る
、
手
足
の
け
い
れ
ん
、

め
ま
い
な
ど
に
は
じ
ま
り
、
重
症
例
で
は

意
識
障
害
や
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
が
み
ら
れ
、

場
合
に
よ
っ
て
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
屋
外
で
活
動
し
て
い
る
と
き
だ
け

で
な
く
、
室
内
で
特
に
何
も
し
て
い
な
く

て
も
熱
中
症
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
、
高
血
圧
・
心
臓
病
・

糖
尿
病
な
ど
の
持
病
が
あ
る
方
、
ま
た
、

体
調
不
良
時
や
運
動
時
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

▪
予
防
対
策

◦
暑
い
日
中
の
外
出
は
な
る
べ
く
避
け
ま

し
ょ
う
。

◦
室
内
に
い
る
場
合
も
、
扇
風
機
や
エ

ア
コ
ン
を
使
っ
て
温
度
調
節
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
す
だ
れ
・
う
ち
水
な

ど
で
室
温
が
上
が
り
に
く
く
な
る
よ
う

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

◦
こ
ま
め
に
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

◦
通
気
性
の
よ
い
服
装
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
外
出
時
は
、
帽
子
や
日
傘
な
ど
で
頭
部

を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

◦
十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

▪
調
子
が
悪
く
な
っ
た
と
き
の
応
急
処
置

◦
衣
服
な
ど
を
ゆ
る
め
、
楽
な
姿
勢
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

◦
風
通
し
の
良
い
涼
し
い
場
所
に
移
り
ま

し
ょ
う
。

◦
冷
や
し
た
タ
オ
ル
を
脇
の
下
や
足
の
付

け
根
に
置
く
な
ど
し
て
、
体
を
冷
や
し

ま
し
ょ
う
。 

◦
水
分
・
塩
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。 

◦
水
を
自
力
で
飲
め
な
い
、
ま
た
は
症
状

が
改
善
し
な
い
場
合
は
直
ち
に
医
療
機

関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

禁
煙
外
来
治
療
費
を

助
成
し
ま
す

　

医
療
機
関
が
行
う
禁
煙
外
来
の
治
療
に

か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

医
療
機
関
で
の
禁
煙
治
療
を
利
用
す
る

と
、
ニ
コ
チ
ン
切
れ
の
症
状
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
、
比
較
的
楽
に
、
し
か
も
自
力

屋
外
イ
ベ
ン
ト
で
火
気
器
具
な
ど
を

使
う
場
合
は
消
火
器
の
準
備
を

　

平
成
25
年
８
月
に
京
都
府
の
福
知
山
花

火
大
会
で
、
多
く
の
死
傷
者
を
出
す
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
消
防
法
施
行
令
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
を
受

け
、
田
原
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改

正
し
て
、
平
成
26
年
８
月
１
日
か
ら
施
行

し
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
、
祭
礼
、
縁
日
、
花
火

大
会
、
展
示
会
そ
の
他
、
多
数
の
人
の
集

ま
る
催
し
で
、
火
気
器
具
な
ど
を
取
り
扱

う
場
合
、
次
の
準
備
、
届
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、市
民
館
ま
つ
り
な
ど
、

地
域
の
方
を
対
象
と
し
た
催
し
は
対
象
外

と
し
ま
す
。

1
消
火
器
の
準
備

2
消
防
長
へ
の
届

出
3
露
店
な
ど
の
数

が
１
０
０
店
舗

を
超
え
る
大
規

模
な
催
し
の
場

合
、
消
防
長
が

「
指
定
催
し
」

と
し
て
指
定
し

ま
す
。
主
催
者
は
、
防
火
担
当
者
の
選

任
、
火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
を
計
画

し
消
防
長
に
提
出

に
比
べ
て
３
～
４

倍
、
禁
煙
に
成
功

し
や
す
く
な
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
お
医
者
さ
ん

と
禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
原
則
、「
禁
煙
チ
ャ

レ
ン
ジ
講
座
」
受
講
後
、
市
内
の
保
険
診

療
と
な
る
禁
煙
外
来
実
施
医
療
機
関
（
ふ

れ
あ
い
ば
し
診
療
所
、
藤
岡
医
院
）
に
よ

る
禁
煙
治
療
を
希
望
す
る
方
（
す
で
に
禁

煙
外
来
治
療
を
始
め
て
い
る
方
は
対
象
外

／
禁
煙
外
来
治
療
を
完
了
し
た
方
が
助
成

対
象
）　

▼
助
成
内
容
＝
医
療
費
お
よ
び

薬
剤
費
の
本
人
負
担
額
の
２
分
の
１
（
上

限
１
万
円
）　

▼
助
成
手
続
き
の
流
れ
＝

①
「
禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」
を
受
講
②

禁
煙
治
療
開
始
（
受
診
回
数
は
12
週
で
５

回
）
③
禁
煙
外
来
治
療
終
了
後
、
治
療
に

要
し
た
費
用
を
市
へ
請
求

▪
禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

▼
日
時
＝
８
月
５
日
（
火
）
午
後
７
時
～

８
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー　

▼
定
員
＝
15
名
（
申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
23
日
（
水
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０　
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ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐さ

ぎ欺
、
お
ど
し
な
ど
の
被

害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
も

の
の
、
検
察
官
が
そ
の
加
害
者
を
起
訴
し

て
く
れ
な
い
な
ど
、
不
満
を
お
持
ち
の
方

の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。
費

用
は
無
料
で
、秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
検
察
審
査
会
事
務
局

（
名
古
屋
地
方
裁
判
所
豊
橋
支
部
内
）

☎（
０
５
３
２
）52
局
３
２
８
３

ネ
コ
の
家
族
さ
が
し
会
を

開
催
し
ま
す

▼
対
象
＝
県
内

在
住
の
20
歳
以

上
の
方　

▼
日

時
＝
７
月
19
日

（
土
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分
（
途

中
参
加
不
可
）　

▼
場
所
＝
愛
知

県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
東
三
河
支
所

▼
内
容
＝
セ
ン
タ
ー
に
収
容
さ
れ
た
ネ
コ

の
譲
渡　

▼
申
し
込
み
＝
当
日
、
会
場
に

て　

▼
そ
の
他
＝
審
査
有
り
／
集
合
住
宅

や
借
家
で
飼
育
す
る
場
合
は
規
約
な
ど
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は

教
員
免
許
の
更
新
が
必
要
で
す

　

平
成
19
年
６
月
の
改
正
教
育
職
員
免
許

法
の
成
立
に
よ
り
、
現
在
、
教
員
免
許
更

新
制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
教

壇
に
立
つ
見
込
み
の
あ
る
方
は
、
生
年
月

日
に
応
じ
て
修
了
確
認
が
必
要
で
す
。

　

免
許
の
期
限
は
、
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

教
員
免
許
更
新
講
習
が
必
要
な
方
は
、
申

し
込
み
や
確
認
申
請
の
手
順
な
ど
に
つ
い

て
愛
知
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▪
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/

koushin/003/index.htm

▪
愛
知
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.pref.aichi.jp/0000023795.htm
l

▼
愛
知
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課
教
員
免

許
グ
ル
ー
プ

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
７
７
２

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
東
三

河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
３
７
７
７

海
で
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来

死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

▪
海
上
保
安
庁
夏
季
安
全
推
進
活
動

　

７
月
１
日
火
～
８
月
31
日
日

　

昨
年
、
第
四
管
区
海
上
保
安
本
部
の
管

内
で
は
、
夏
季
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ

ン
中
、
16
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

特
に
、
愛
知
県
太
平
洋
沿
岸
に
は
、
高

波
や
離
岸
流
と
い
っ
た
危
険
が
あ
り
、
海

水
浴
場
で
あ
っ
て
も
、
不
慮
の
事
故
は
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
命
を
守
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用
、
連
絡
手
段
の
確
保

（
防
水
携
帯
電
話
な
ど
）、
１
１
８
番
の
有

効
活
用
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▪
海
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
注
意

◦
同
行
し
た
子
ど
も
の
行
動
に
十
分
に
注

意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

◦
泳
ぎ
に
自
信
が
あ
っ
て
も
、
無
理
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
飲
酒
後
の
遊
泳
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◦
出
発
前
に
、
気
象
・
海
象
の
状
況
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
河
海
上
保
安
署

☎（
０
５
３
２
）34
局
０
１
１
８

寄
付

D
O
N
ATIO

N

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
５
月
２
日
、
田
原
市
仏
教
会
岬
支
会
様

か
ら
和
地
小
学
校
、
堀
切
小
学
校
、
伊
良

湖
小
学
校
、
伊
良
湖
岬
中
学
校
、
伊
良
湖

岬
保
育
園
の
教
育
環
境
向
上
の
た
め
、
金

50
万
円
。

▼
５
月
13
日
、
豊
橋
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

会
長　

松
下
響
子
様
か
ら
地
域
社
会
へ
の

貢
献
の
た
め
、
本
23
冊
。
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ティーズチャンネルで放送中
アナログ

ch6 デジタル
ch12
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～7/10木
野菜ソムリエ育成事業

中学校職場体験

7/11金～7/24木
田原市校区交流スポーツ大会

七夕企画「星に願いを」

7/25金～8/7木 夏のお楽しみ情報

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦田原ほっとらいん
放送月 内　容

7月 できることから一歩一歩着実に！
～わが街が取り組む防災～

毎週土・日曜日　１日５回放送　
①7：45 ②12：45 ③15：45 ④18：45 ⑤22：45
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田原市の イ ベ ン ト

内
容
▼【
白
谷
海
水
浴
場
】宝
探
し
大
会（
７

／
27
）【
仁
崎
海
水
浴
場
】
ス
イ
カ
割
り

大
会
（
７
／
20
）【
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ビ
ー
チ
伊

良
湖
】ち
び
っ
子
宝
探
し
ゲ
ー
ム（
７
／
12
）、

ビ
ー
サ
ン
跳
ば
し
選
手
権
（
８
／
17
）

　

※
各
会
場
で
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
多
数
あ
り

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23
局
３
５
１
６

22
局
２
０
２
６

◉
７
月
27
日
日　

た
は
ら
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

　
詳
し
く
は
５
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
政
策
課
☎
23
局
７
４
０
１

月
の
イ
ベ
ン
ト

8◉
８
月
４
日
月　
※
雨
天
時
は
６
日
水
に
延
期

夏
休
み
水
生
生
物
調
査

　

身
近
な
水
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

水
生
昆
虫
な
ど
を
採
集
し
、
そ
れ
を
基
に

水
質
の
評
価
を
行
い
ま
す
。

対
象
▼
小
学
３
～
６
年
生

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
▼
伊
川
津
町
新
堀
川（
集
合
・
解
散
＝

市
役
所
）

定
員
▼
10
名（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
▼
マ
リ
ン
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
濡
れ

て
も
よ
い
運
動
靴
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
▼
７
月
23
日
（
水
）
ま
で
に
、

月
の
イ
ベ
ン
ト

7◉
７
月
11
日
金　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
を
救
え
１

－

椿
椿
山
の

日
記
か
ら

講
師
▼
田
原
市
博
物
館
副
館
長 

鈴
木
利
昌

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
７
月
12
日
土
～

海
開
き

時
間
▼
午
前
10
時
～（
仁
崎
は
午
前
11
時
～
）

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
代

表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
を
明
記
）

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０

kankyo@
city.tahara.aichi.jp

◉
８
月
11
日
月　

渥
美
半
島
を
探
検
し
よ
う　

ジ
オ
ツ
ア
ー

対
象
▼
中
学
生
以
下
（
保
護
者
同
伴
可
／

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所
▼
市
内
（
集
合･

解
散
＝
赤
羽
根
市

民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
）

内
容
▼
光
岩
、
日
出
の
石
門
な
ど
見
学

定
員
▼
35
名
（
先
着
順
）

参
加
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
昼
食
、
飲
み
物
持
参

申
し
込
み
▼
７
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、住
所
、

氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

bunkazai@
city.tahara.aichi.jp

イベント名
（市町村）

場　所
期　日 問い合わせ

炎の祭典
（豊橋市）

豊橋球場（豊橋公園内）
9/13 土　

炎の祭典実行委員会
（豊橋商工会議所内）
☎（0532）53局7211

豊川市民まつり
豊川手筒まつり

（豊川市）
豊川市野球場

8/23 土
17:30 ～ 21:30

※雨天、順延

豊川手筒まつり実行
委員会

（豊川商工会議所内）
☎（0533)86局4101

新城納涼花火大会
（新城市）
桜淵公園

8/13 水
※雨天、順延

新城市観光協会
（新城市観光課内）
☎（0536）32局0022

蒲郡まつり
（蒲郡市）

蒲郡駅前、竹島埠頭
7/19 土・20 日 蒲郡まつり実行委員会

☎（0533)66局1120

海水浴場
（蒲郡市）

西浦温泉パームビーチ
三河大島海水浴場

8/31 日まで 蒲郡市観光商工課
☎（0533)66局1120

東三河８市町村の広報紙共同企画として、東三
河の観光イベントをご紹介します。

▶愛知県東三河広域観光協議会
　☎（0532）54局1484　 http://www.honokuni.or.jp/

イベント情報

●蒲郡まつり
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syogaku@
city.tahara.aichi.jp

◉
８
月
19
日
火
・
20
水　

田
原
市
博
物
館
講
座　

民
俗
教
室　

　

昔
の
人
の
知
恵
や
工
夫
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象
▼
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
以
上

日
時
／
内
容
▼
【
８
月
19
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
】
手
打
ち
う
ど

ん
づ
く
り
、昔
の
民
具
・
遊
び
体
験
（
綿

繰
り
機
・
ひ
き
臼
・
し
ょ
い
こ
な
ど
の

民
具
体
験
、
カ
ル
タ
・
コ
マ
な
ど
の
遊

び
体
験
）【
８
月
20
日
（
水
）
午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
】
三
州
足
助

屋
敷
見
学

場
所
▼
渥
美
郷
土
資
料
館
、
三
州
足
助
屋

敷
ほ
か

定
員
▼
35
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

参
加
料
▼
５
０
０
円
（
入
館
料
・
材
料
費

な
ど
）

申
し
込
み
▼
８
月
５
日
（
火
）
ま
で
に
、

◉
８
月
17
日
日　
　

家
庭
の
日
コ
ン
サ
ー
ト

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

内
容
▼
一
般
公
募
応
募
者
に
よ
る
演
奏

入
場
料
▼
無
料

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局
（
金
子
）

☎
23
局
２
６
８
３

◉
８
月
12
日
火
・
22
金　

市
民
カ
レ
ッ
ジ　

み
ん
な
で
楽
し
く
♪
ア
ロ
マ

対
象
▼
年
少
以
上（
小
学
校
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

日
時
▼【
８
月
12
日（
火
）】午
後
１
時
30
分

～
３
時【
８
月
22
日（
金
）】午
後
１
時
30

分
～
３
時

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
和
室
１
・
２

内
容
▼
手
浴
、ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
作
り

定
員
▼
各
10
組（
先
着
順
）

受
講
料
▼
２
０
０
円
／
名（
材
料
費
と
し

て
１
４
０
０
円
／
組
）

持
ち
物
▼
タ
オ
ル
、洗
面
器

申
し
込
み
▼
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
参
加
希
望
日
・
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年
齢
を
明
記
）

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、住
所
・

氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０

22
局
２
０
２
８

m
useum

@
city.tahara.aichi.jp

◉
８
月
23
日
土　

山
の
ま
ち
設
楽
体
験
ツ
ア
ー

～
「
水
の
恵
み
」
を
体
験
し
よ
う
～

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
小

学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

時
間
▼
午
前
８
時
～
午
後
５
時

場
所
▼
設
楽
ダ
ム
建
設
予
定
地
、
豊
邦
交

流
セ
ン
タ
ー
ほ
か
（
集
合
＝
市
役
所
北

玄
関
前
）

内
容
▼
設
楽
ダ
ム
講
座
、
五
平
餅
づ
く
り

体
験
、
魚
の
つ
か
み
取
り
な
ど

定
員
▼
30
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

参
加
料
▼
【
高
校
生
以
上
】
１
０
０
０
円

【
中
学
生
以
下
】
５
０
０
円
／
（
昼
食

代
込
）

申
し
込
み
▼
８
月
１
日
（
金
）
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
政
策
推
進
課

☎
23
局
３
５
０
７

23
局
０
６
６
９

seisaku@
city.tahara.aichi.jp

◉
８
月
24
日
日　
　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

華
風
月
の
奏
で
る
夏
の
ひ
と
と
き

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
ほ

か
出
演
▼
鈴
華
ゆ
う
子
（
詩
吟
＆
歌
＆
ピ
ア

ノ
）、
神
永
大
輔
（
尺
八
）、
い
ぶ
く
ろ

聖
志
（
箏
）

入
場
料
▼
１
０
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き

／
当
日
１
１
０
０
円
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
８
月
14
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
予

約
▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

 水遊び広場で遊ぼうよ！

サンテパルクたはらでは、夏季限定の水遊び広
場を開設します。水深 10 ～ 40㎝程度で、小さ
なお子さんでも楽しめます。
ぜひご利用ください。

【期間】
7/19 土～ 8/31 日

▼サンテパルクたはら☎25局1234
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た
ば
こ
の
害

　

た
ば
こ
を
吸
う
と

身
体
に
害
が
あ
る
こ

と
は
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
た
ば
こ

と
い
う
と
肺
が
ん
を

思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
は
そ
れ
以
外
に
も
多
く

の
病
気
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
日

本
人
の
三
大
死
因
（
が
ん
、
心
疾
患
、
脳

血
管
疾
患
）
と
の
関
係
は
密
接
で
す
。
例

え
ば
、
た
ば
こ
を
吸
う
人
は
吸
わ
な
い
人

に
比
べ
て
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
に
な
る
危

険
性
が
約
３
倍
も
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

１
日
に
吸
う
本
数
が
多
い
ほ
ど
発
病
す
る

危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

▪
た
ば
こ
は
「
毒
の
缶
詰
」

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、

４
０
０
０
種
類
以
上
の

化
学
物
質
が
含
ま
れ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
の
60

種
類
以
上
は
発
が
ん
物
質
で
す
。
化
学
物

質
の
中
に
は
、
殺
虫
剤
に
含
ま
れ
る
ヒ
素

や
工
業
溶
剤
の
ト
ル
エ
ン
な
ど
身
体
に
悪

影
響
な
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

▪
受
動
喫
煙
～
周
囲
の
人
へ
の
影
響
～

　

他
人
が
吸
っ
て
い
る
た
ば
こ
の
煙
を
吸

う
こ
と
を
受
動
喫
煙
と
い
い
ま
す
。
受
動

喫
煙
は
喫
煙
者
と
同
様
に
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
に
か
か
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

特
に
子
ど
も
や
妊
婦
は
影
響
を
受
け
や
す

く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

【
妊
婦
・
胎
児
へ
の
影
響
】

・
早
産
、
流
産
、
低

出
生
体
重
児

・
脳
卒
中
、
肺
が
ん
、

動
脈
硬
化
な
ど

【
子
ど
も
へ
の
影
響
】

・
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）

・
中
耳
炎
、
喘
息
の
誘

発
と
悪
化

・
肺
機
能
や
知
能
の
低

下
な
ど

▪
禁
煙
外
来
治
療
の

ご
案
内

　
「
お
医
者
さ
ん
と
禁
煙
」
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？
田
原
市
で
は
、
禁
煙
外
来
治

療
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
21
頁
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

市役所内
☎23局3515
あつみライフランド
☎33局0386

健康課

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

8月10日（日）
富永医院 ☎23局1316
なかた歯科 ☎23局1162

8月17日（日）
川瀬医院 ☎35局1511
青木歯科クリニック ☎33局1139

8月24日（日）
永井医院 ☎22局0227
岩瀬歯科医院 ☎22局6677

8月31日（日）

ふれあいばし診療所 ☎29局2500
まち眼科 ☎22局2710
かわさき整形外科クリニック ☎22局7700
すずき歯科 ☎23局0033

9月７日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24局2322
おおかわ歯科 ☎22局4182

9月14日（日）
菜の花内科クリニック ☎22局7777
惣卜歯科医院 ☎45局2066

月　日 当直医 電話番号

7月6日（日）
北山クリニック ☎23局3946
きまた眼科 ☎23局1092
藤井歯科医院 ☎45局2123

7月13日（日）
朽名医院 ☎33局0162
かわさき整形外科クリニック ☎22局7700
かわい歯科 ☎24局0080

7月20日（日）
國見医院 ☎22局0756
渡辺歯科医院 ☎32局3561

7月21日（月・祝）
藤岡医院 ☎32局1515
小原歯科 ☎25局1139

7月2７日（日）
第２国見医院 ☎23局2302
伊藤歯科医院 ☎22局1104

8月3日（日）
岡田医院 ☎37局0001
ふくい眼科 ☎22局5878
葉山歯科医院 ☎32局0038

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　　　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

離乳食教室（前期）
８月　５日（火）  9：50 ～  10：00 田原福祉センター ５～６カ月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話など８月２０日（水）  9：50 ～  10：00 あつみライフランド

育児相談
８月　８日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６カ月まで（原則１回）８月　４日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド



図書館休館日

中央図書館  ☎23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

7月 ▼7日月、 11日金、14日月、22日火、28日月
8月 ▼4日月、 8日金、11日月、18日月、25日月

●中央図書館
　一　般▶7月12日土～8月7日木 「夏ほん」　
　子ども▶7月12日土～8月31日日 「夏にひろがる

本のせかい」
●赤羽根図書館
　一　般▶7月12日土～8月7日木 「こどもと一緒

に！楽しむ本」
　子ども▶7月12日土～8月7日木 「夏といえば？」
●渥美図書館
　一　般▶7月12日土～8月7日木 「外国語の本」
　子ども▶7月12日土～8月7日木 「むし」

◎かがくあそび「浮沈子をつくろう！」
日時＝7 月 25 日金午後 2 時～
場所＝中央図書館　こどもしつ
対象＝小学生
定員＝20 名（先着順）　
持ち物＝丸い形のペットボトル（炭酸飲料
用 500ml など）１本
申し込み＝ 7 月 8 日火午前１０時～直接または電話に
て※本人または家族の方がお申し込み下さい。
▶問合せ先＝中央図書館☎ 23 局 4946

◎「小中高校生一日司書体験」
今年度は中高生も体験できます。
日時＝8月5日火～７日木のうち１日午後１時３０分～
場所＝渥美図書館
対象＝【5・6 日】市内小学生４～６年【７日】市内中学、
高校生
定員＝１日２人（先着順）
持ち物＝筆記用具、カバーをかけてもよい本１冊　
申し込み＝ 7 月 13 日日午前 10 時～２９日火直接ま
たは電話にて（初日の電話受付は、午前１０時 15 分～）
※本人または家族の方がお申し込み下さい。
▶問合せ先＝渥美図書館☎ 33 局 1114
※詳しくは、ホームページまたはポスターなどをご覧
ください。

http://www.city.tahara.aichi.jp/section/library/

　今月から図書館探検に代わり、図書館の疑問に
司書がお答えするコーナーをお届けします。

Ｑ．図書館の「レファレンスカウンター」って何
をするところ？
◎調べるキーワード

「図書館」「レファレンス」

A．「レファレンス（reference）」は「参考・参照」
という意味の英語で、「レファレンスカウンター」
とは、図書館で本や資料に関する調べもののお
手伝いをするカウンターになります。
　探している本がどこにあるのか、どんな本で調
べたらよいのか、調べたいテーマに関係した資料
をどうやって探せばよいのかなど、司書がご相談
にのります。
※宿題の答えや個人情報に関することなどお答え
できない質問もあります。
◎調べた本

『図書館のすべてが
わかる本』全４巻
岩崎書店　010/ ﾄ

『夏のくじら』
大崎梢 / 著　
サンマーク出版　379.7/ド

４年前に「いずみさん」と交わした約
束のために、よさこいに情熱をかける
篤史。夏にぴったりな熱い一冊。

『たろうめいじんのたからもの』
こいでやすこ / さく
福音館書店　E/ コ

泳ぎの苦手なきっこちゃんが勇気を
出して川へ飛び込みました。川底に
あるあこがれの石を見つけることが
できるかな。
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◉キッズカーであそぼう
開催期間●7月8日火～7月11日金
午前中のみ
対象●幼児まで

◉児童センターまつり
友達を誘ってみんなで行こう！ち
らしをみてね。
日時●7月21日月 午前10時～12時、
午後1時～3時

平成26年7月1日 │　 │28

❶足を肩幅以上に開き、つ
ま先を少し外側に向け
て、お腹に力を入れて腰
を落とす。

❷息を吐きながらゆっくりと
両手を上に上げ、立ち上
がる。

❸①の姿勢に戻り、右手を
左に向かって上げ、右側
の体側を伸ばすように立
ち上がる。

❹①の姿勢に戻り、左手も
同じように行う。

※①～④を数回繰り返す。スポーツ課☎２３局3531

下半身だけでなく全身を使うスクワットをすることで、血
行が良くなり、「冷え性」の解消につながります。夏の冷
え性を改善して快適な夏を過ごしましょう！

夏の「冷え性
」を解消しよう

！

２
１

４

３

70
Ｑ

「市民の声」紹介
　　　海水浴に行きたいのです
が、市内の海水浴場や夏のイベン
トなどについて教えてください。

◉子育て講座ハグ
お子さんを遊ばせながらお気軽にどうぞ
日時●7月16日水午前10時～
テーマ●「父の役割・母の役割」
◉工作「プラバン」
開催期間●7月29日火～8月3日日
午後1時30分～
対象●小学生以上
材料費●10円

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～午後5時

7 月のお休み

7月7日月、14日月、22日火、28
日月

◦お知らせ
市内の小学生以上の方を対象に、
緊急時連絡のための「利用登録」
を受付で行っています。
なお、児童センターでは
託児は行っていません。

◦

はしを使って上手につみあげます

       　　市内には、白谷海水浴場、仁崎
海水浴場、ココナッツビーチ伊良湖の３つ
の海水浴場がありま
す。海開きは7月12日

（土）です。
　海水浴期間中には、
宝探し大会やビーサン
跳ばし選手権などのイベントを行います。
このほか、お得な情報や夏の渥美半島の楽
しみ方などホームページでご紹介してい
ますので、ぜひご覧ください。
◦渥美半島だより
　 http://www.taharakankou.gr.jp/

▼渥美半島観光ビューロー ☎23局3516

◦

昨年の様子

祝



●人身19件（105件）
●負傷25人（131人）
●死亡1人（4人）
●物損111件（577件）

●火災2件（10件）
●救急176件（895件）

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

●侵入盗4件（16件）
●乗物盗3件（20件）
●非侵入盗0件　（43件）

※（　）内の数字は平成26年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

5月

◉バスジャック事件の発生を想定した合同緊急配備
訓練を実施しました。

　田原署では、広域事件の発生に迅速的確な対応を
図るため、バスジャック事件の発生を想定した３署（田
原・豊橋・蒲郡）合同緊急配備訓練を行いました。訓練
は、蒲郡市内のコンビニで強盗を敢行した犯人がバス
を乗っ取り、運転手や乗客を人質にして逃走するという
想定のもとで実施。田原署管内に入ったバスをパトカー
で追尾し、検問により田原港へ誘導して取り囲み、犯人
が逃走用の車に乗り
移ろうとしたところを取
り押さえました。迅速
な判断力と対応力を
磨くことにつながる、
緊張感ある訓練となり
ました。
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●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水がたくさん必要な季節です。節水を心掛け大切に使いましょう。

（　　）

H16 H17 H18 H19 H21H20 H22 H23 H24 H25

一人ひとりが環境のことを心がけ、きれいな三河湾を作っていきましょう。
●海域の水質調査結果（三河港大橋北）

環境基準8㎎/ℓ以下
水深

0ｍ
5m
底

61.2%

H16～H25の過去10年間の
平均貯水率

H26の貯水率

（年度）

6

7月31日

固定資産税・都市計画税
（第２期分）

後期高齢者医療保険料
（第１期分）

今月　納税・使用料の

納期限 木

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

東
三
河
8
市
町
村
で
、
自
立
し
た
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
設
立
を
目

指
し
て
い
る
組
織
「
東
三
河
広
域
○
○

○
○
（
仮
称
）」

２　

25
年
度
下
半
期
の
歳
出
の
中
で
一
番

金
額
の
高
い
課
目
は
「
○
○
○
○
費
」

３　

サ
ン
テ
パ
ル
ク
で
は
、
夏
季
限
定
で
水

○
○
○
広
場
を
開
設
し
ま
す
。

４　

7
月
27
日
（
日
）
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
で
、

廃
食
用
○
○
○
を
持
参
さ
れ
た
方
、
先

着
1
０
０
名
に
石
鹸
を
差
し
上
げ
ま
す
。

５　

ニ
コ
チ
ン
切
れ
の
症
状
を
抑
え
る
こ

と
の
で
き
る
医
療
機
関
で
の
○
○
○
○

治
療
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
7
月
18
日
（
金
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
６
月
号
の
答
え
】
あ
じ
さ
い
（
応
募
総

数
78
通
中
、
正
解
78
通
、
当
選
者
の
方
の

み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。）

1

2

3

4

5



大きな段ボールに、想
像をふくらませ、夢いっ
ぱいの楽しい公園を表
現できました。

評 評
赤羽根小学校２年
本多智くん（右）

三浦世那さん（中）

宮田崇史くん（左）
はる　　と

赤・青・黄色の3色だけを
上手に使い、子どもの日
の温かい雰囲気を表現
できました。

評 「二時と虹が一緒！」と言葉遊びをしなが
ら楽しく作ることができましたね。

たの　　　 つく

　  に　　じ　　　にじ　　 いっ  しょ　　　　 こと ば　あそ

　に がお  え　　　 か

評「お父さん大好き」という気持ちが伝わってき
ます。いきいきとした似顔絵が描けましたね。

 とう　　　　　だい　す　　　　　　　　　　 き　 も　　　　　 つた

水彩画 俳句

赤羽根小学校5年

中村悠人くん

時計を見ながら数字を書くの
が難しかったよ。

 せい　  や

高松保育園

大羽惺也くん（5歳）

おりがみのあじさいが上手
に折れたよ。

高松保育園

伊藤晴香 ちゃん（5歳）

と  けい　　　み　　　　　　　すう　じ　　　か

　　さとし

 　　お むず

はる　  か

太田  智子
 先生

 　　　じょうず

せ 　 な

そう　し

平成26年7月1日 │　 │30本誌は再生紙を使用しています。

65,155人　総人口

32,885人　男性

32,270人　女性

21,854世帯世帯数

31人出生 59人死亡

114人転入 178人転出

-92人増減

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１88.81km2

（平成26年6月1日現在）

※増減は5月中です

本誌は再生紙を使用しています。

▼
５
月
に
昨
年
の

４
人
を
上
回
る
５

人
目
の
交
通
死
亡

事
故
が
発
生
し
た

田
原
市
。そ
ん
な

中
、若
戸
小
学
校
で
自
転
車
の
交
通

教
室
が
開
催
さ
れ
る
と
聞
き
訪
ね
ま

し
た
。２
年
生
11
人
が
警
察
官
、交
通

指
導
員
、先
生
方
の
指
導
の
下
、運
動

場
に
作
ら
れ
た
コ
ー
ス
で
練
習
し
た

後
、い
よ
い
よ
実
際
の
路
上
で
の
運

転
が
始
ま
り
ま
し
た
。保
護
者
の
皆

さ
ん
が
見
守
る
中
、自
転
車
を
操
る

喜
び
と
緊
張
が
入
り
混
じ
っ
た
子
ど

も
達
の
表
情
を
見
て
、自
分
が
補
助

輪
を
外
し
た
頃
の
気
持
ち
を
思
い
出

し
ま
し
た
。自
戒
の
念
を
込
め
、油
断

や
過
信
は
禁
物
、こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
安
全
運
転
を
。（
Ｈ
）

▼
私
は
自
転
車
に
乗
る
機
会
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
が
、た
ま
に
乗
っ
て

み
れ
ば
自
転
車
側
か
ら
自
動
車
が
ど

う
見
え
て
い
る
か
、は
っ
と
し
ま
す
。

相
手
の
立
場
で
考
え
て
行
動
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。（
Ｍ
）

【
表
紙
の
写
真
】交
通
教
室（
若
戸
小
学
校
）
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